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特集／業種別職種別ユニオン運動

一　
総
合
サ
ポ
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
概
要

　

総
合
サ
ポ
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、
二
〇
一
四
年
に
個
人

加
盟
労
働
組
合
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

組
織
化
の
流
れ
と
し
て
は
、
基
本
的
に
は
、
電
話
や

メ
ー
ル
の
相
談
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
面

談
を
し
、
組
織
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
ひ
と
つ
の
相
談
を
大
き
く
社
会
的

に
闘
い
、
組
織
化
に
つ
な
げ
て
い
く
戦
略
を
と
っ
て
い

ま
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
被
害
対
策
弁
護
団
と
連
携
し
な

が
ら
、
問
題
を
社
会
化
し
、
社
会
的
に
発
信
を
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
団
体
交
渉
を

し
て
い
ま
す
。

　

組
織
構
成
と
し
て
は
、
総
合
サ
ポ
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
の

支
部
と
し
て
、
介
護
保
育
ユ
ニ
オ
ン
、
エ
ス
テ
・
ユ
ニ

オ
ン
、
個
別
指
導
塾
ユ
ニ
オ
ン
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
ユ

ニ
オ
ン
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
ユ
ニ
オ
ン
が
あ
り
ま
す
。
原

則
的
に
、
総
合
サ
ポ
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て
は
、
企
業

ご
と
の
支
部
を
つ
く
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
業
種
別
、
職
種
別
あ
る
い
は
課
題
別
に
支
部
化
を

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
総
合
サ
ポ
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
と
い
う
名
前
は
、

英
語
で
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ポ
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
Ｇ
Ｓ
Ｕ
）
と

い
う
こ
と
で
、
二
つ
意
味
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
生

活
支
援
・
労
災
支
援
な
ど
を
含
む
「
総
合
的
な
支
援
」

で
す
。
団
体
交
渉
す
る
な
か
で
、
住
居
の
問
題
や
貧
困

の
問
題
や
、
過
労
や
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
精
神
疾
患
な
ど

が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
当
事
者
が
立
ち
上
が
れ

な
い
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
そ
こ
で
、
行

政
申
請
や
病
院
へ
の
付
き
添
い
な
ど
も
含
め
て
支
援
を

し
な
が
ら
、
労
働
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
誰
で
も
入
れ
る
個
人
加
盟
ユ

ニ
オ
ン
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
・
業
種
・
職
種
か
ら

相
談
を
受
け
て
組
織
化
を
し
て
い
く
「
ゼ
ネ
ラ
ル
ユ
ニ

オ
ン
」
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
件
数
は
、
こ
の
一
年
で
、
介
護
・
保
育
ユ
ニ
オ

ン
で
介
護
と
保
育
そ
れ
ぞ
れ
約
一
五
〇
件
、
エ
ス
テ
・

ユ
ニ
オ
ン
で
約
二
〇
〇
件
で
す
。
個
別
指
導
塾
と
ブ
ラ

ッ
ク
バ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
相
談
件
数
が
多
く
、
合
わ

せ
て
約
一
五
〇
〇
件
の
相
談
が
き
て
い
ま
す
。
後
者
は

相
談
数
が
膨
大
な
の
で
す
が
、
基
本
的
に
学
生
か
ら
の

相
談
で
あ
り
、
団
体
交
渉
を
し
て
も
継
続
し
て
組
合
に

加
盟
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
組
織
構
成
の
説

明
か
ら
は
省
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
、
相
談
者
・
組
合
員
の
構
成
を
ご
説
明
し
ま

す
。
さ
き
ほ
ど
、
木
下
先
生
の
お
話
で
も
あ
り
ま
し
た

が
、
非
年
功
型
の
正
社
員
、
し
か
も
下
層
の
正
社
員
が

非
常
に
多
い
。
さ
ら
に
業
種
で
言
え
ば
、
広
い
意
味
で

の
サ
ー
ビ
ス
業
で
働
い
て
い
る
人
の
相
談
が
多
い
で
す

（
次
頁
表
参
照
）。

　

産
業
の
分
類
で
言
い
ま
す
と
、「
医
療
、
福
祉
」「
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業
」
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
組
合
員
に
限
れ
ば
、
こ
の
二
つ
で
九
五
％
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
産
業
は
、
も
と
も
と

年
功
型
の
正
社
員
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
産
業
で
す
。
こ

こ
二
〇
、
三
〇
年
で
急
成
長
し
て
、
日
本
的
な
年
功
型

の
正
社
員
か
ら
外
れ
た
労
働
者
が
多
い
産
業
で
す
。
最

初
か
ら
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
的
に
正
社
員
を
短
期
に
使
い
つ

ぶ
し
て
活
用
す
る
な
か
で
成
長
し
て
き
た
産
業
と
い
う

こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す（
１
）。

　

相
談
者
の
年
齢
構
成
は
、
三
四
歳
以
下
の
年
代
の
相

談
者
が
過
半
数
を
占
め
て
い
て
、
組
合
員
に
限
れ
ば
約

八
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｓ
Ｕ
が
い
か
に
若
年
層
の

組
織
化
に
力
点
を
置
い
て
い
る
か
が
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

　

相
談
者
の
雇
用
形
態
は
、
正
社
員
が
三
分
の
二
、
非

正
社
員
が
三
分
の
一
で
す
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｓ
Ｕ
の
組
合

員
の
雇
用
形
態
は
、
正
社
員
が
九
割
以
上
を
占
め
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
実
際
に
、
広
義
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
働
く
若
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業
界
別
割
合

医
療
、
福

祉

生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス

業
、
娯
楽

業

宿
泊
業
、
飲

食
サ
ー
ビ
ス

業

卸
売
業
、

小
売
業

教
育
、
学

習
支
援
業

製
造
業

情
報
通
信
業

不
動
産
業

サ
ー
ビ
ス

業
（
そ
の

他
）

そ
の
他

不
明

相
談
者
（
％
）

4
7
.
9

2
8
.
3

6
.
1

5
.
1

4
.
2

1
.
6

1
.
4

1
.
4

1
.
2

2
.
6

0
.
2

組
合
員
（
％
）

2
3
.
6

7
2
.
9

0
.
7

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
7

0
.
0

年
齢
別
割
合

1
5
〜
2
4
歳

2
5
〜
3
4
歳

3
5
〜
4
4
歳

4
5
〜
5
4
歳

5
5
〜
6
4
歳

6
5
歳
以
上

不
明

相
談
者
（
％
）

1
7
.
2

3
6
.
4

2
0
.
4

1
7
.
0

5
.
1

0
.
8

3
.
2

組
合
員
（
％
）

2
8
.
5

5
0
.
7

1
1
.
8

5
.
6

2
.
8

0
.
0

0
.
7

雇
用
形
態
別
割
合 正
社
員

契
約
社
員

派
遣
社
員

パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト

そ
の
他

不
明

相
談
者
（
％
）

6
6
.
3

3
.
6

1
.
2

2
4
.
0

2
.
0

2
.
8

組
合
員
（
％
）

9
4
.
4

0
.
7

0
.
0

4
.
2

0
.
7

0
.
0

月
収
別
割
合

1
7
万
円
未

満

1
7
万
円
以

上
1
9
万
円

未
満

1
9
万
円
以
上

2
1
万
円
未
満

2
1
万
円
以

上
2
3
万
円

未
満

2
3
万
円
以

上
2
5
万
円

未
満

2
5
万
円
以
上

2
7
万
円
未
満

2
7
万
円
以
上

2
9
万
円
未
満

2
9
万
円
以

上
3
1
万
円

未
満

3
1
万
円
以

上

相
談
者
（
％
）

1
1
.
7

1
3
.
4

3
5
.
1

1
3
.
0

6
.
4

7
.
7

2
.
7

2
.
3

7
.
7

組
合
員
（
％
）

3
.
7

8
.
9

5
1
.
1

1
9
.
3

5
.
9

4
.
4

0
.
0

0
.
0

6
.
7

月
の
残
業
時
間
別
割
合

〜
2
0
時
間

2
1
〜
4
0
時

間
4
1
〜
6
0
時
間

6
1
〜
8
0
時

間
8
1
〜
1
0
0
時

間
1
0
1
時
間
〜

相
談
者
（
％
）

2
6
.
9

1
3
.
9

2
8
.
6

2
1
.
4

6
.
3

2
.
9

組
合
員
（
％
）

7
.
9

1
1
.
0

4
0
.
9

3
2
.
3

7
.
1

0
.
8
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者
の
正
社
員
の
労
働
条
件
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
給
与
水
準
は
、
月
収
二
五
万

円
未
満
（
年
収
三
〇
〇
万
円
未
満
）
が
相
談
者
の
約
八

割
を
、
組
合
員
の
約
九
割
を
占
め
ま
す
。
Ｇ
Ｓ
Ｕ
の
組

織
対
象
の
労
働
者
の
多
く
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
階
層

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
非
年

功
型
の
下
層
正
社
員
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

労
働
時
間
に
つ
き
ま
し
て
も
、
相
談
者
の
約
六
割
が

月
に
四
一
時
間
以
上
の
残
業
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
組
合
員
に
限
れ
ば
、
八
割
程
度
が
月
に
四
一

時
間
以
上
の
残
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
か
ら
、
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
の
組
合
員
が
多

い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

労
働
者
を
い
か
に
し
て
組
織
化
し
て
い
く
か
を
考
え
て

運
動
を
進
め
て
い
ま
す（
２
）。

二　
運
動
が
い
か
に
広
が
っ
た
か

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
運
動
が
進
ん
で

き
た
か
を
業
界
ご
と
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

エ
ス
テ
・
個
別
指
導
塾
業
界
は
、
業
界
大
手
か
ら
運

動
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
手
数
社
の
大

企
業
が
全
国
的
に
展
開
し
、
労
働
市
場
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
エ
ス
テ
だ
と
、
た
か
の

友
梨
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
Ｔ

Ｂ
Ｃ
と
い
っ
た
業
界
大
手
と
の
交
渉
が
注
目
さ
れ
ま
し

た
。
た
と
え
ば
、
た
か
の
友
梨
の
場
合
、
最
初
に
相
談

を
受
け
た
の
は
、
仙
台
の
一
店
舗
で
す
。
そ
れ
を
宣
伝

し
て
東
京
や
ほ
か
の
地
域
か
ら
の
相
談
が
広
が
り
、
全

社
的
な
改
善
に
つ
な
が
り
、
同
業
他
社
に
も
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

個
別
指
導
塾
に
つ
い
て
も
、
違
法
な
「
コ
マ
給
」
に

つ
い
て
、
業
界
最
大
手
の
明
光
義
塾
の
茨
城
県
の
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
の
一
店
舗
か
ら
ま
ず
は
始
ま
っ
た
の
で
す

が
、
そ
こ
か
ら
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
本
社
を
巻
き
込
ん
で

団
体
交
渉
を
し
た
結
果
、
全
国
的
な
改
善
や
、
他
社
と

の
交
渉
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

単
に
個
別
的
な
事
件
と
し
て
で
は
な
く
、
象
徴
的
事

件
・
普
遍
的
問
題
と
し
て
社
会
的
に
報
道
さ
れ
た
こ
と

が
、
組
合
の
強
い
交
渉
力
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
業

界
大
手
で
労
働
条
件
を
改
善
さ
せ
、
そ
れ
が
業
界
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
業
界
の
中
小
企

業
に
も
そ
の
成
果
が
及
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
介
護
・
保
育
業
界
は
様
子
が
少
し
異
な
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
地
域
労
働
市
場
を
独
占
し
て
、
そ
こ

か
ら
改
善
を
進
め
て
い
く
と
い
う
戦
略
で
す
。
福
祉
業

界
は
市
場
化
さ
れ
た
と
は
い
え
、
大
企
業
の
市
場
に
占

め
る
割
合
が
非
常
に
低
い
で
す
。
だ
か
ら
大
手
か
ら
攻

め
る
や
り
方
で
は
労
働
市
場
を
規
制
で
き
ま
せ
ん
。
介

護
や
保
育
の
特
殊
性
の
一
つ
は
、
利
用
者
（
子
ど
も
や

高
齢
者
）
が
地
域
密
着
し
て
い
ま
す
。
そ
の
評
判
な
ど

も
利
用
者
は
非
常
に
気
に
す
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
介

護
・
保
育
施
設
の
設
置
主
体
が
行
政
（
市
町
村
や
都
道

府
県
）
単
位
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
理
由
で
す
。

違
反
な
ど
に
対
し
て
は
行
政
か
ら
の
指
導
な
ど
で
改
善

を
図
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
行
政
単
位
で
、
地
域
の
事

業
所
を
組
織
化
し
、
事
業
者
も
含
め
て
行
政
に
制
度
の

改
善
を
求
め
て
い
く
と
い
う
戦
略
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

三　
介
護
・
保
育
ユ
ニ
オ
ン
の
取
組
み

　

介
護
・
保
育
業
界
の
特
徴
と
し
て
は
、
売
上
高
の
九

割
は
公
的
資
金
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
介
護
も
保

育
も
市
場
化
が
進
ん
で
は
い
ま
す
が
、
営
利
法
人
は
少

な
い
状
況
で
、
中
小
零
細
の
社
会
福
祉
法
人
が
中
心
に

な
っ
て
い
ま
す
。
相
談
の
な
か
で
非
常
に
感
じ
る
の
は
、

市
場
化
に
と
も
な
う
労
働
条
件
の
低
下
が
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
利
用
者
の
ケ
ガ
や
死
亡
、
虐

待
や
殺
人
な
ど
の
形
で
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
相
談
の
多
く
に
、
虐
待
が
あ
る
、
人
手
不
足
で

ま
と
も
な
介
護
が
で
き
な
い
、
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
低
下
の
原
因
を
掘
り
下

げ
て
い
く
と
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
と
、
そ
れ
に
と
も

な
う
長
時
間
労
働
に
よ
っ
て
労
働
者
が
疲
弊
し
て
い
る

と
い
う
労
働
環
境
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
・
保
育
業
界
の
労
働
者
は
、
労
働
条
件
が
悪
い

た
め
に
労
働
者
の
移
動
が
非
常
に
激
し
い
。
非
常
に
流

動
的
な
業
界
で
す
が
、
労
働
者
は
業
界
に
は
留
ま
り
な

が
ら
、
い
く
つ
も
の
会
社
・
事
業
所
を
転
々
と
す
る
と

い
う
労
働
者
が
け
っ
こ
う
多
い
。
で
す
か
ら
、
介
護
・

保
育
業
界
の
労
働
者
は
、
職
種
の
意
識
が
高
く
、
企
業

意
識
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
労

働
相
談
の
多
く
は
、
複
数
で
相
談
に
来
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
企
業
に
所
属
し
て
い
る
意
識
は
低
い
の
で

す
が
、
働
い
て
い
る
職
場
を
な
ん
と
か
改
善
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
が
多
く
、
連
帯
意
識
が
強
い
の
で
す
。
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こ
れ
も
こ
の
業
界
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。
組
合
員
も
、

労
働
組
合
の
影
響
力
を
業
界
全
体
に
波
及
さ
せ
た
い
と

い
う
意
識
を
持
ち
や
す
い
。

　

こ
う
い
う
業
界
の
特
徴
も
と
ら
え
な
が
ら
闘
争
戦
略

も
考
え
て
い
ま
す
。

　

介
護
・
保
育
ユ
ニ
オ
ン
の
闘
争
事
例
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
育
事
業
所
の
事
例
で
す
。
は
じ
ま
り
は
求
人
詐
欺

の
事
例
で
、
そ
も
そ
も
賃
金
を
ご
ま
か
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
相
談
者
は
新
卒
で
入
っ
た
二
一
歳
の

女
性
で
す
。
求
人
票
で
は
月
給
二
一
万
五
〇
〇
〇
円
だ

っ
た
の
が
、
実
際
は
一
八
万
円
（
そ
の
う
ち
三
万
円
は

三
一
時
間
の
固
定
残
業
代
）
し
か
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
。

基
本
給
は
一
五
万
円
で
す
。
典
型
的
な
求
人
詐
欺
の
事

例
で
、
実
際
の
給
料
よ
り
高
い
給
料
を
示
し
て
人
を
募

集
す
る
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
典
型
的
な
手
法
で
す
。
こ

れ
を
改
善
す
る
た
め
に
団
体
交
渉
を
し
ま
し
た
。
本
当

に
ひ
ど
い
会
社
で
、
交
渉
し
て
も
、
証
拠
は
出
さ
な

い
、
違
法
は
認
め
な
い
、
挙
句
の
果
て
に
は
、
損
害
賠

償
請
求
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｓ
Ｕ

は
、
労
基
署
に
是
正
勧
告
を
出
さ
せ
、
仙
台
市
で
記
者

会
見
を
行
な
い
、
こ
の
企
業
と
そ
の
実
態
を
公
表
し
ま

し
た
。
地
域
の
メ
デ
ィ
ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
是
正
勧
告
を
受
け
て
す
べ
て
の
求
人
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
行
動
の
結
果
、

改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
求

人
協
約
と
い
う
、
内
定
通
知
と
労
働
条
件
通
知
書
を
同

時
に
送
付
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
規
定
し
た
協
約
も
結
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
仙
台
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
事
例
で
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
労
働
者
六

〇
名
程
度
）
の
一
施
設
（
一
五
名
程
度
）
で
、
退
職
・

分
社
化
を
め
ぐ
り
争
議
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

地
域
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
運
営
を
し
て
い
ま

し
た
。
一
緒
に
お
祭
り
を
や
っ
た
り
、
地
域
で
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
り
。
利
用
者
家
族
と
の
信
頼
も
厚
く
、

地
域
に
根
差
し
た
施
設
、
と
い
う
こ
と
で
、
行
政
か
ら

も
優
良
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

争
議
は
一
五
名
全
員
の
職
員
を
職
場
に
戻
す
要
求
を

め
ぐ
っ
て
闘
わ
れ
ま
し
た
が
、
利
用
者
家
族
や
町
内
会

な
ど
と
一
緒
に
会
社
に
申
し
入
れ
行
動
を
何
度
も
行
な

っ
た
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
署
名
活
動
を
行
な
っ
た
り

し
ま
し
た
。
地
域
住
民
や
利
用
者
家
族
か
ら
の
カ
ン
パ

も
す
ぐ
に
か
な
り
の
額
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
の

介
護
施
設
の
た
た
か
い
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
た
ち
が

結
集
し
た
こ
と
は
、
驚
き
で
し
た
。
争
議
は
、
ほ
ぼ
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
地
域
ぐ
る
み
の

運
動
に
よ
っ
て
、
解
決
し
た
事
例
で
す
。
こ
れ
か
ら
介

護
業
界
に
と
っ
て
も
地
域
に
と
っ
て
も
労
働
者
に
と
っ

て
も
希
望
と
な
る
よ
う
な
事
例
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
、
Ｇ
Ｓ
Ｕ
が
取
り
組
ん
だ
業
種
別
・
職
種
別

ユ
ニ
オ
ン
運
動
の
紹
介
で
す
。

（
1
）
今
野
晴
貴
『
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
―
日
本
を
食
い
つ
ぶ
す
妖

怪
』（
文
春
新
書
、
二
〇
一
二
年
）、
同
『
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

２
―
「
虐
待
型
管
理
」
の
真
相
』（
文
春
新
書
、
二
〇
一
五

年
）
参
照
。

（
2
）
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
ユ
ニ
オ
ン
運
動
に
つ
い
て
は
、
今

野
晴
貴
「「
新
し
い
雇
用
類
型
」
の
性
質
と
労
使
交
渉
の

課
題
」『
雇
用
の
大
選
別
時
代
に
お
け
る
人
事
労
務
管
理
』

労
務
理
論
学
会
誌
二
四
号
（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
五
年
）

参
照
。

（
さ
か
く
ら　
し
ょ
う
へ
い
）


